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重点施策（３）
子どもの自主的活動を通じた成長への支援
　　①地域活動等への参加促進
　　②子どもの遊び場の充実
　　③年齢に応じた居場所の確保
重点施策（４）
次代の親としての成長への支援 
　　①親となる心を育む学習の充実
　　②思春期保健対策の充実
基本理念３
安心して子どもを産み育てることができる環境づくり
重点施策（１）
子育て支援サービスの充実
　　①仕事との両立を支援するサービスの充実
　　②子育て負担を軽減するサービスの充実
　　③緊急時にも対応できるサービスの充実
　　④親子で交流できる場づくり
重点施策（２）
子育て家庭を支える相談・情報提供の充実
　　①相談体制の充実
　　②情報提供体制の充実
重点施策（３）
親子の健康づくりのためのサービスの充実
　　①妊娠期からの一貫した健康づくりへの支援
　　②子どもの年齢に応じた健康づくりへの支援
　　③小児医療体制の充実
重点施策（４）
様々な子育て家庭への生活支援
　　①ひとり親家庭の子育てへの支援
　　②障がい児がいる家庭の子育てへの支援
　　③子育て家庭の経済的負担の軽減
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（４）評価結果のまとめ
　評価を行った結果、A評価は「基本目標１　地域で子育てを支える環境づくり」で64.5％、「基本目標２
　子どもたちがいきいきと成長できる環境づくり」で93.1％、「基本目標３　安心して子どもを産み育てる
ことができる環境づくり」で93.5％となっており、全体ではA評価が86.1％でした。
　「基本目標１　地域で子育てを支える環境づくり」では、特に企業等における子育て支援の促進や子育て
ボランティアやサークル活動の促進、子育てバリアフリーの推進などに課題がみられました。
　また、「基本目標３　安心して子どもを産み育てることができる環境づくり」では、重点施策（３）親子
の健康づくりのためのサービスの充実についてB評価が多く、今後の児童数の増加に向け、各事業の取り組
みを充実していくことが必要です。　　　　　　　　　　問い合わせ先　子育て健康課　TEL377－5652 

　国では、子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全体で考えることを目的
に、毎年5月5日の「こどもの日」から１週間を「児童福祉週間」と定めて、この期間中、
全国において児童福祉の理念の普及・啓発のための各種事業及び行事を行っています。

　お腹の底から笑うと、心も体も元気になった気がしませんか？
　実際、「笑い」が心や体に良いということは医学的に実証されつつあり、最近では病気の予防や治療に
おいても注目を浴びています。
　「笑いは身体の万能薬」です。「笑い」で健康づくりをしましょう！ 

●「笑い」がＮＫ細胞を活性化して、体の免疫力をアップする！ 
　健康な人の体内では１日に3000～5000個のがん細胞が発生しています。しかし、人が生まれつき
持っている50億個のＮＫ（ナチュラルキラー）細胞がこれを破壊しているおかげで、がんに侵されず
にいます。
　漫才や新喜劇を見てたっぷり大笑いした後に、がん細胞を攻撃するＮＫ細胞の数を調べると、笑う
前に比べて増加した事が証明されています。つまり「笑い」は、短時間でがんに対する抵抗力を高め、
免疫機能を正常化させる効果（即効性）があります。　

●笑うと痛みが楽になる！ 
　「笑う」と、脳内ホルモンであるエンドルフィンが分泌されます。この物質は幸福感をもたらすほ
か、痛みの程度も軽減します。

●脳の働きを活性化させる ！
　「笑う」ことにより、脳の血流量が増え、くつろいでリラックスしているときに現れるα波と、考
え事をしたり緊張したときに現れるβ波の両方が増えます。笑うことによって脳が「リラックス」す
るとともに、脳の働きが良くなって脳が活性化します。 

●その他の効果！
　その他、「笑う」と血行促進、自律神経のバランスを整える、筋力アップ、リウマチや糖尿病にも
効果があると言われています。

≪笑顔を作るだけでも効果がある≫
　大声で笑える状況にないときは、笑顔を作るだけでも効果はあります。笑顔も
笑いと同様、人間関係をスムーズにするばかりでなく、健康づくりにも一役かっ
ているというわけです。
　毎朝、洗面所の鏡に写った自分の顔を見ながら3秒「ニコッ」とするだけで心
がリフレッシュされます。時として精神的に笑える状態じゃないときがあります
が、そんなときこそ、無理にでも自分のためだけに笑顔を作ってみてはいかがで
しょうか。

「笑い」で健康づくりをしよう！「笑い」で健康づくりをしよう！

平成25年度「児童福祉週間」の標語

君がいる　ただそれだけで　うれしいよ

児童福祉週間のお知らせ児童福祉週間のお知らせ


